別紙
自然災害フォーラム＆南海地震シンポジウム 論文執筆要領他について

四国会社　四国太郎、○○○○

１．まえがき
　○○


２．原稿の書き方
体裁・・・以下を基本として作成ください．
· A4判、44字×42行、マージン（天地左右全て25mm）
· フォント：題目と見出しはゴシック、それ以外は明朝、フォントサイズは、本文が11.0ポイント、題目が12ポイント
· 題目はセンタリング、題目の後は１行あけて、所属と著者名を記入、そして１行あけて、１．まえがきを書き始めてください．
· 一枚目の下2行に、英文で題目と、執筆者、所属を記入ください．Nankai symposium, Shikoku Taro (Shikoku Co. Ltd), Shikoku Jiro(○○  )
なお、英文題目・著者・所属記載欄と本文との間には罫線を入れてください．
· 図表は通し番号にしてください（例えば、図-1、図-2、・・・、表-1、表-2、・・・）
· 参考文献は各文中に１）の形で示し、論文末尾に
1) 八木則男：論文題目、学会誌名、巻、号、pp.○○-○○、2001.　という形式で書いて下さい．
· 頁番号は、こちらで記載します．念のため原稿の右上に鉛筆で頁番号を記入しておいてください．
· 原稿枚数　4枚～10枚を基本とします．それ以外の場合は問い合わせください．
（なお、偶数枚数にしてください）
○白黒印刷のためグラフ、写真を確認の上白黒PDFにて提出してください

原稿締切　　令和2年11月24日（火）　そのまま印刷に回します
　　
提出先　　〒790‐8577　松山市文京町3番　社会連携推進機構
　愛媛大学防災情報研究センター　矢田部龍一宛
　　　　　e-mail  yatabe.ryuichi.mu@ehime-u.ac.jp
 
３．○○


参考文献
1) ○○
2) 

　　　（以下は、１枚目の下に記載する英文題目、著者、所属の記載例  2枚目以降は不要です）
Nankai symposium・・・・・・・・・・・, Shikoku Taro (Shikoku Co. Ltd), Shikoku Jiro(○○  )
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